


























































父は四世岡安喜三郎（一八四九～一九〇六） 、弟は五世岡安喜三郎（一八七六～一九一四）である。南甫は、義伯父で杵屋六左衛門家の家元であった十二世杵屋六左衛門（一八三九～一九一二）と、父の四世喜三郎に師事し、明治二十三年三月の歌舞伎座の興行に岡安喜三太郎の名で出演、明治二十六年五月の歌舞伎座『勧進帳』でタテ唄 昇進すると もに、三 代八を襲名、 明治四十三年 月の歌舞伎座で 『鞍馬山』 の大薩摩
（二）
をつとめた際、
六世南甫を襲名した。また、明治四十五年六月に 岡村喜一郎編『校訂長唄集』の校訂者となっている。こ 詞章集は、長唄作品六十六曲 詞章を集めたもので、大正二年、大正八年にも出版されている。　
杵屋六左衛門 （十三世。のちの寒玉。一八七〇～一九四〇） 、 杵屋勘五郎 （五
世。一八七五～一九一七）は兄弟で 十二世杵屋六左衛門の子 。もに長唄三味線方で、歌舞伎座への出勤 東京音楽学校邦楽調査掛
（三）
の

















































大阪の浪花座で行われた「東京歌舞名 会」 、明治四十年十二月に東京音楽学校で行われた「邦楽演奏会」などがあるが、 東京音楽学校の「邦楽演奏会」について紹介しよう。　
当時、杵屋勘五郎は東京音楽学校内 設置された邦楽調査掛の嘱託とし














する明確な記録は乏しく 先行研究によると 四 四年とされている（七）
。 〔飯島・永井論考〕では、杵屋喜三郎の襲名時期から同年四月以降と
推定し、さらに、パテー盤の演奏者の多くが大阪で演奏していた記録のある同年十月と絞り込んでいる。この考察を踏まえて、生年 わかっている演奏者の 齢を算出すると、伊十郎は五十三歳、六左衛門 四十一歳、南甫は三十七歳、勘五郎は三十六歳、喜三郎は 一 望月太左衛門は四十九歳、田中伝左衛門は三十一歳 望月長左久は二十 とな 。　
それでは、明治四十四年十月の大阪での演奏とはどのようなものだった
のだろうか。 〔飯島・永井論考〕で、パテー盤の録音年代 絞り込む際の手がかりとした、明治四 四年十月十七日から二十三日 行われた大阪浪花座での「東京長唄演芸会」の演目を見ていくこ にす 当日 演目は、 『大阪朝日新聞』と『大阪毎日新聞』をもとにした『近代歌舞伎年表』大阪篇第五巻に、 「長唄大会
 杵屋喜三郎襲名披露」として掲載されているが、今























































































































































よいだろう（現在の一般的な呼称は『新曲浦島』 ） 。パテー盤に録音された曲目と共通しているのは、 『新浦島』 、 『寒行雪姿見』 、 『筑摩川』 、 『越後獅子』 、『吉原雀』 、 『綱館の段』の六曲、すなわち、 『松のみどり』以外全てが共通している。そのうち演奏者も一致しているのは、十月十七日、二十三日の千代・栄子による『新浦島』 、十月十八日の喜三郎・六左衛門による『寒行
雪姿見』 、十月十九日の南甫による『吉原雀』 、十月二十日の南甫による『越後獅子』 、同日の喜三郎・六左衛門による『筑摩川』である。この記事からは、パテーの出張録音を知る手掛かりとなる決定的な情報を得ることはできないが、パテー盤の演奏者、演目が共通してい ことは注目に値する。　
また、明治四十四年は、パテー盤の演奏者たちにとって、大きな動きが





は、 『新浦島』 、 『寒行雪ノ姿見』 、 『筑摩川』 『越後獅子』 、 『吉原雀』 、 『松のみどり』 、 『綱館』の七曲である。片面約三分で、長い曲は数枚にわたり全曲または部分的に抜かして録音されている。　
『新浦島』は前述のとおり、十三世六左衛門と五世勘五郎による作曲で、
明治三十九年二月に発表された。三味線 調弦が工夫された、変化に富む作品である。現在も演奏される機会は多く、 くに終盤の「舟唄」は 演奏者によって様々に唄われ 本来の伝承がわからない。パテー盤の演奏者の杵屋千代と杵屋栄子は作曲者の妻たちであり 作曲者に大変近い人物よる演奏であることは明白であるため この作品の原点を探る重要な録音といえ 。　










るが、 試聴の結果、 上調子は入っていないようであった。何らかの事情で 『吉原雀』のレコードのうち、一枚目の第二面に『綱館』が録音されているが、〔飯島・永井論考〕でも指摘されているとおり、 その『吉原雀』の一部となってしまった『綱館』と、こ 録音は別テイクのものと思われる。渡辺綱を訪ね きた伯母が鬼神の本性をあらわす緊迫した場面に、伊十郎持ち前の凄みのある声が存分に生かされている。　
『松のみどり』は、レーベルでは、三味線に杵屋六左衛門 のみ書かれ
































』 ） の初演では、 富士田吉治の唄、
杵屋作十郎、杵屋佐次郎 三弦、堅田新十郎 小鼓、田中伝左衛門 大鼓で演じられた。すなわち、初演 演奏形態が二挺一枚だった である。　
次に、上調子について述べる。本稿で、この録音を取り上げることにし




にくくり付け、棹の上部三分の一は使わないようにすることで、高音を専門とする仕様になる。上調子の基本的な調弦法は、本手の三味線の二の糸の音を一の糸の音 取り、その音を 準にした二上りにする。上調子と替手は、一曲の演奏で基本的に共存しないため、上調子が入る場合 は替手は入らないと言ってよい。この録音では、現行の演奏で耳慣れている替手の旋律が聞こえてくるが、上調子が出しうる音域と、開放 の音色とを注意深く聴いた結果、替手ではなく上調子が 旋律を弾いていると判断した。現在は『吉原雀』には替手が主流だ の理由 して考えられるのは、替手のほうが楽器に制約がない分だけ自由がきくし、替手 弾く三味線奏者（多く 場合はタテ三味線）の腕 見せどころ 散りばめられているからだと思う。　
長唄『吉原雀』の上調子は、現在の演奏会では全くといってよいほど聴

































のなかの、昭和二十六年三月の四世松永和楓（唄） 、初世杵屋五三郎（三味線） 、杵屋勝丸（おそらく上調子）による演奏に、冒頭以外の部分に上調子の音が確認できた。こ らのことから推測するに、かつては『吉原雀』に上調子を入れることはそれほど珍しいことではなかった かもしれない。　
少し視点を変えてみる。清元節にも 『吉原雀』 がある。清元節 『吉原雀』 は、
長唄より後に初演さ た作品で、長唄『吉原雀』 前半部分と共通 旋律が多く認められることが特徴である。それには上調子が入っている。長が、清元節の上調子 旋律を参考にして転用したこ も大い 考えられる。しかし 上調子や替手など、本手に対する副旋律については、演奏者の意向に拠ることが多いため、一概には言えない　
これらの着眼点を踏まえ、次項で片面ずつ順を追って、録音内容を分析
する。資料として 本稿末尾に『吉原雀』の録音箇所を示した詞章 曲目解説、パテー盤『吉原雀』の進行表を掲載した。 「吉原雀
　
其貮」には、別
曲『綱館』の一部分が録音されて が こ で の順番どおり、 『綱館』も含めて報告する。　























































































































































接聴くと、三味線の共鳴音やタテ三味線の掛け声がより鮮明に聞こえ、その場に居るような感覚を得ることが きた。また、録音す 上で難しかったのではないかと推測する は、〽ほかの客衆は捨て小舟」から〽流れもあえぬもみじ葉の」の部分や、〽そっちのしようが憎いゆえ から〽隣座敷の」の部分など、通常は続けて演奏しているところ 、次の盤に録音するため、中断せざるをえなかったであろうことである。通して聴くと 音量の違い、 若干のノリの違いは認められるが そ 分、 演奏者の苦労 伝わってくることも 当時 録音技術を垣間見るようで新鮮 った。　
上調子は、本手と同じ旋律を、高音で弾いている部分が多かったが、実
際に試演してみ 、三味線本手が一の糸を下げて二上りの調弦に 〽女郎の誠と」から 手順が非常に難しいことがわかった。たいがい 上調子は本手 一オクターブ上を弾くことが多 。し し この部分 二オクターブ上を弾いている。つまり 押さえる勘所は三味線 鳩胸
（二十二）
に



































































































































































































































































































































































長唄総合研究会編 「教草吉原雀」 （芸能学会編 『芸能 六七 九 所載）芸術研究振興財団、東京芸術大学百年史 集委員 東京 術大学百 史』
東京：音楽之友社、二〇〇三





















































































































































































































































































































































（十八）杵屋栄蔵『長唄のうたひ 』 、二五三頁。（十九） この合方は、 世杵屋正治郎が 『京鹿子娘道成寺 （宝暦三 ［一七五三］
年初演） に補曲したもので、 補曲の年代は、 稀音家義丸 長唄囈語 （六七）娘道成寺」 （ 『邦楽の友』 二〇〇八年十一月所載） よると、 明治二十三 （一八九〇）年であるという。
（二十）裏間を埋めるように弾く奏法。（二十一） 『演藝画報』明治四十四年七月号、一〇六～一〇七頁。（二十 ）三味線の棹の、胴にかかる湾曲した部分。（二十三） 『帝劇十年史』七 頁。
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Report on SP Records Made by Pathé in the Collection of the National 
Research Institute for Cultural Properties, Tokyo: With Focus on the 
Nagauta “Yoshiwara Suzume”
Hoshino  Atsuko
　　The present paper is a report that follows the article “Disque Pathé, Records Requiring a 
Special Player” by Ijima Mitsuru and Nagai Miwako in Research and Reports on Intangible Cultural 
Heritage No. 6 . That article presents an outline of the 40 SP records (39 works) in the collection of 
the National Research Institute for Cultural Properties, Tokyo that were sold by the French 
recording company Pathé. The collection of Pathé records includes various genres of music: gidayu-
bushi, kouta, kiyomoto-bushi, chikuzen biwa, nagauta, shakuhachi and shinnai-bushi as well as 
Japanese repertoires played on western musical instruments. The characteristic of these records is 
that while SP records in general are laterally cut, Pathé records are vertically cut and require 
special apparatus for playing. Based on the history of performances of the players who were 
involved in the recording, it is assumed that the recordings were made around October 1911. 
　　In this paper, focus is placed on the recording of the nagauta “Yoshiwara Suzume” (manufacture 
number: 34640–34645).  It consists of 5 sides, with each side being 3 minutes long: in other words, an 
equivalent of two-and-a-half records. Representative nagauta performers of the time including 
Kineya Rokuzaemon XIII, Kineya Kangoro V and Okayasu Nampo VI were involved in the 
recording. It may be said that these recordings are extremely valuable, especially with regard to 
those of Okayasu Nampo (1874 − 1915), since recordings were still rare in those days and since he 
died at the age of 41. The characteristic of these recordings is that a special device is attached to 
shamisen in order to express high notes (uwajoshi ), which today is rarely done in this repertoire. 
　　Recordings made more than 100 years ago are compared with current performances and 
analyzed from the points of view of singing, shamisen and hayashi . In addition, the achievements of 
Okayasu Nampo, who is not quite well known today, are examined, based on newspaper and 
magazine articles of his days. 
　　There are 7 nagauta recordings in the collection and all have been digitized. Studies of these 
recordings will be made in order. 
